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Q10 流行株の型（たとえば，ソ連型・香港型）について教えてください。

ヒトのインフルエンザウイルスはＡ型，Ｂ型及びＣ型に大別され，さらにＡ型はH1N1（ソ連）亜

型，H2N2（アジア）亜型及びH3N2（香港）亜型というような亜型に分類されています。現在のH1N1亜

型はソ連型と呼ばれて，昭和52年（1977）から流行を繰り返しています。また，H3N2亜型は香港型とい

われて，昭和43年（1968）から流行を続けています。

　現在は，Ａソ連型，Ａ香港型及びＢ型の３種類による流行となっています。

　インフルエンザウイルスの名前は，そのウイルスが初めて分離された土地（初めて流行した，という意味

ではない）の名称がつけられています。たとえば，Ａ／ニューカレドニア／20／ 99（H1N1）という場合

は，平成11年（1999）にニューカレドニアで分離された20番のＡソ連型（H1N1亜型）のウイルスという

意味になります。

A

Q11 インフルエンザワクチン接種は経済的にも効果があるでしょうか。

あります。インフルエンザに罹患すると日常生活に支障が出たり，インフルエンザ患者の身の回り

の世話や医療が必要となる場合もあり，その経済的損失は決して小さくはありません。

A

Q 9 インフルエンザワクチン接種後の免疫の持続は，どのくらい続くのでしょうか。

２回接種した成績によりますと，接種１～２週後に抗体が上昇し始め，２回目の接種１カ月後まで

にはピークに達し，３～４カ月後には徐々に低下傾向を示します。したがって，ワクチンの予防効果が期待

できるのは接種後２週から５カ月程度と考えられています。

A

Q 8 卵アレルギーの子どもにインフルエンザワクチンを接種してもよいでしょうか。

ワクチンは発育鶏卵の尿膜腔で増殖したインフルエンザウイルスを原材料として製造されていま

す。近年は高度に精製されていますがごく微量の鶏卵由来成分が残存し，これによるアレルギー症状がまれ

に起こることもあります。

　したがって，卵アレルギーの人は接種要注意者に該当します。インフルエンザに罹った場合のリスクとワ

クチン接種に伴う副反応とのバランスを考慮し，接種を判断します。（参照p7，Q5）

A


